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 シビアアクシデントにおいて、原子炉容器からキャビティ床に落下直後、燃料デブリは粘度に応じて流

動・拡散する。その温度は、質量または体積に対応する崩壊熱と表面積に比例する輻射に依存して変化す

る。燃料デブリの質量がデブリ流動と温度の変化にどのように関係するかを調べた。 
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1. 目的・方法 

原子炉容器が破損して格納容器へ放出される燃料デブリを想定して、キャビティ床に落下後、流動して

拡がる過程について様々な実験研究がなされている[1]。燃料デブリの流動と燃料デブリの輻射による放熱

に分けて、それぞれの現象とその特徴的な時間を評価して、その後の現象進展への影響を分析する。 

2. 燃料デブリの流動による拡がりと温度変化 

 燃料デブリの拡がりについて MELCOR の方法と検討した方法（修正案）とで評価した。閉空間・黒体

輻射を仮定して、崩壊熱と輻射による放熱とから燃料デブリ温度を評価した。粘度に応じた拡がりにより

表面積が増加し、輻射による放熱を促進することが関係する。燃料デブリ質量と半径の関係および燃料デ

ブリ質量と温度の関係を図 1と図 2に示す。 

     

図 1．燃料デブリ質量と半径の関係      図 2．燃料デブリ質量と温度の関係 

3. 結論 

 燃料デブリが高粘度で拡がりにくく局在しやすい場合には、輻射による放熱による温度低下が起こりに

くくなる、一方、低粘度で流動し床に拡散しやすい場合には、輻射による放熱による温度低下が起こりや

すくなる。燃料デブリの質量が小さければ、崩壊熱による発熱より輻射による放熱が大きいので温度低下

し固化してしまい、コンクリートとの相互作用が十分に起こらないことを想定できる。 
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